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北海道後志地域公共交通計画の改定について 

下記路線の事業計画の廃止を踏まえ、広域交通の確保方針を下記のとおり改定する。 

記 

事業者名 系統名 事業計画等の変更の概要 実施時期 

中央バス 神恵内線 

（神恵内～岩内） 

当該系統を廃止する。 

 

令和６年９月 30 日 

 

北海道後志地域公共交通計画の修正について 

下記のとおり修正する。 

記 

頁数 箇所 変更内容 変更の理由 

４６ 図 4-１ ・「※2：R5.10.1～北海道中央バスに代わり、美

国～神威岬間は積丹町がしゃこバスを運行」 

→「※2：R5.10.1～北海道中央バスに代わり、美

国～神威岬間は積丹町が「積丹町生活交通バス

（通称：しゃこバス）」を運行」 

・図下部に注釈追加 

→「※3：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神

恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地

域海岸線（通称：しおかぜライン）」を運行」 

・記載漏れ 
 
 
 
 
 
・神恵内線廃止及び代替交通
運行開始のため 

４７ 

５３ 

図 4-2 

図 ４ - 7(再 掲 ） 

図下部に注釈追加 

→「※：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神恵

内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地域

海岸線（通称：しおかぜライン）」を運行」 

神恵内線廃止及び代替交通運

行開始のため 

５４ 図４-８ ・ニキバス記載 

・図下部に注釈追加 

→「※３：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神

恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地

域海岸線（通称：しおかぜライン）」を運行」 

・記載漏れ 

・神恵内線廃止及び代替交通

運行開始のため 

５５ 表４-３ 表下部に注釈追加 

→「※2：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神

恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地

域海岸線（通称：しおかぜライン）」を運行」 

神恵内線廃止及び代替交通運

行開始のため 

５６ 図４-９ ニキバス記載 記載漏れ 
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６１ 表４-６ 表下部に注釈追加 

→「※2：2021（令和 3）年 9 月以降、岩宇地区

（岩内町、共和町、泊村、神恵内村）、積丹町及び

余市町でバス運行実施」 

神恵内線等の廃止及び代替交

通運行開始のため 

６２ 表４-７ 表下部に注釈追加 

→「※2：2021（令和 3）年 9 月以降、岩宇地区

（岩内町、共和町、泊村、神恵内村）、積丹町及び

余市町でバス運行実施」 

神恵内線等の廃止及び代替交

通運行開始のため 

６２ 図４-12 図下部に注釈追加 

→「※1：路線名、運行区間は 2021（令和 3）年

8 月時点 

※2：2021（令和 3）年 9 月以降、岩宇地区（岩

内町、共和町、泊村、神恵内村）、積丹町及び余市

町でバス運行実施」 

 

・記載漏れ 

 

・神恵内線等の廃止及び代替

交通運行開始のため 

１１２ 図６-６ 図下部に注釈追加 

→「※4：R6.10.1～北海道中央バスに代わり、神

恵内線（岩内～神恵内）は沿線４町村が「岩宇地

域海岸線（通称：しおかぜライン）」を運行」 

神恵内線廃止及び代替交通運

行開始のため 

１３２, 

１３３, 

１３４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 8-1,8-

2,8-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表の時点を「【R5 補助】」から「【R6 補助】」に

更新 

・「福井線（ニセコ～蘭越）」 

→「福井線（ニセコ～蘭越）【市町村単独】」 

・「積丹線【地域間幹線】」 

→「積丹線①【地域間幹線】」 

・「神恵内線【広域生活交通路線】」 

→「〈2024（令和 6）年 9 月まで〉 

神恵内線【広域生活交通路線】 

〈2024（令和 6）年 10 月以降〉 

岩宇地域海岸線（通称：しおかぜライン） 

（岩宇 4 町村営バス）」 

・「栄線（留寿都～喜茂別）【市町村単独】」 

→「栄線①（留寿都～喜茂別）【市町村単独】」 

・「黒松内線（寿都～黒松内）」 

→「黒松内線（寿都～黒松内）【市町村生活バス】」 

 

 

・時点更新 

 

・時点更新 

 

・記載漏れ 

 

・神恵内線廃止及び代替交通

運行開始のため 

 

 

 

 

・記載漏れ 

 

・記載漏れ 
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１３２, 

１３３ 

１３４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 8-1,8-

2,8-3 

 

 

 

 

 

 

 

・文言修正 

「交通事業者への支援を継続するほか、住民等

の移動実態やニーズを踏まえた公共交通サービ

スの最適化を図り、現在の交通体系を維持 

していく（神恵内線）。」 

→「2024（令和 6）年 9 月の神恵内線廃止以降、

岩宇 4 町村がバスの運行主体となっている。町村

営バスは、国庫補助等を活用するほか、必要に応

じて停留所やダイヤを調整するなど、住民等の移

動実態やニーズを踏まえた公共交通サービスを

維持していく。」 

・表 8-3 追記 

・神恵内線廃止及び代替交通

運行開始のため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載文量増加のため 

１３５ 図 8-2 ・p.133 表 8-2 に合わせて修正 

 

・「積丹線【地域間幹線】」 

→「積丹線①【地域間幹線】」 

・神恵内線廃止及び代替交通

運行開始のため 

・記載漏れ 

１３６ 表 ・補助時点を R6 とし、補助種別及び系統名を表

8-1、8-2、8-3 と統一 

・「積丹線【地域間幹線】」 

→「積丹線①【地域間幹線】」 

・「むらバス」 

→「むらバス（村営バス）」 

・「栄線（留寿都～喜茂別）【市町村単独】」 

→「栄線①（留寿都～喜茂別）【市町村単独】」 

・岩宇の対象交通事業者に関しては、下部に注釈

追加 

→「※R6.9.30 まで神恵内線を運行しているため、

必要に応じて協議に参加する。」 

・確保方針との整合のため 

 

・記載漏れ 

 

・記載漏れ 

 

・記載漏れ 

 

・神恵内線廃止及び代替交通

運行開始のため 

１４８ 表９-２ 表下部に注釈追加 

→「※4 当地域において運行されている高速バ

ス及び主に広域交通を担う路線バスのコロナ後

通常期の平日の利用者数を合計（付属資料 p150

～参照）」 

記載漏れ 

 

※このほか、改定に伴う目次のページ数やレイアウト上の変更等、計画の内容に影響しない

軽微な修正につきましては、今回の改定に併せて、事務局にて実施させていただきます。 


